
 

 

平成 30 年度事業報告書 
 

平成 30 年 4 ⽉ 1 ⽇から平成 31 年 3 ⽉ 31 ⽇まで 
特定⾮営利活動法⼈⾥⼭を考える会 

 
1. 事業の成果 

平成 30 年度は当法⼈が創設以来⾏ってきた「持続可能なライフスタイルを、⾥⼭
的暮らしのデザインで」を基本的理念に据えた活動の成果が、近年の SDGs の動き
と結びつき、⽬に⾒えた成果として現れた年となった。 
 

（１）  環境教育事業 
① 世界遺産インタープリター養成事業(北九州市) 

UNESCO の世界⽂化遺産に登録された「明治⽇本の産業⾰命遺産」の⼋幡
製鐵所に関連する施設の教材を作成し、観光ボランティアガイド研修を⾏
った。 

② ココスマツアー 
スマートコミュニティ創造事業や北九州⽔素タウン実証について、現場を
⾒ながら学ぶことができるスタディツアーを実施し、29 団体・446 ⼈が視
察に訪れた。 

③ ⻘年海外協⼒隊技術補完研修 
JICA 九州から委託を受け、⻘年海外協⼒隊に環境教育分野隊員として派遣
される予定の候補⽣（述べ 40 名）に対して研修を⾏った。 

④ 北九州⾥⼭トラスト会議 
⾥⼭整備、安全管理講習会、⾃然観察会や収穫祭などを⾏い、延べ 253 名
の市⺠の⽅々に⾃然との共⽣、持続可能な社会について考えてもらう機会
を提供した。 

⑤ 年⻑者研修⼤学校 周望学舎・⽳⽣学舎 
年⻑者研修⼤学校、周防学舎が提供するコースの内、全 5 講座を提供し、
延べ 252 名の⽅々が受講した。 

⑥ 「2030 SDGs」ワークショップ 
カードゲーム「2030 SDGs」を楽しみながら、SDGs の本質を体感し
てもらうワークショップを開催した。 

 



 

 

（２） コミュニティデザイン事業 
① いきがい活動ステーション 

⽣涯現役の社会づくりの基盤を整備する、新しいタイプのコミュニティセ
ンターを運営し、来館者数は昨年度⽐ 140%増となった。 

② 東⽥ミュージアムパーク 東⽥⾷の祭典 2018 
いのちのたび博物館が開催する企画展に合わせて⾷をテーマとしたイベン
トを⾏い、2 ⽇間で 1 万⼈以上の集客をすることができた。 

③ ストリートアカデミー提携事業 
教えたい⼈と学びたい⼈を結びつけるウェブサイト「ストリートアカデミ
ー」と業務提携し、北九州市で普及活動を展開。北九州市内での利⽤者が
30 件から 100 件に増加。 

④ 北九州市お試し居住事業（CCRC） 
北九州市外に住む⼈々に対して、北九州市をアピールする「お試し移住」
事業を運営。平成 30 年度は 23 組・52 名が体験。 

⑤ ⼿づくり市場 in 北九州 
「⼿づくりで⼼豊かな暮らし」をテーマに⽣活に密着した広範囲な参加型
の「⼿づくりの世界」を紹介するイベントを開催。 

⑥ エンジ村維持管理業務 
新⽇鉄住⾦エンジニアリングが所有するエンジ村を活⽤して地域の⼈々
が⾃然と触れ合う機会を提供する。 

⑦ 北九州市環境・コミュニティセンター運営 
若松区「明治銀天街内」にある多世代交流スペース、若松環境コミュニテ
ィセンターを運営。平成 30 年度の来場者は 10,962 名となった。 

⑧ 北九州エコライフステージ実⾏委員会事務局⻑並びに事務局職員業務 
北九州エコライフステージ実⾏委員会事務局の中で主に企画業務を⾏い、
市⺠団体・NPO・企業・⾏政などが環境エコ活動を発表する場を提供。 

⑨ 城野ゼロ・カーボン先進街区におけるエネルギーマネジメント推進業務 
北九州市の地域エネルギー戦略を作成するためのアドバイスを提供し『北
九州市地域エネルギー・SDGs 戦略〜クリーン成⻑都市を世界に発信〜』
が発⾏された。 

⑩ 北九州東⽥前⽥地区電⼒需給組合 通常総会開催業務 
北九州東⽥前⽥地区電⼒需給組合の組合員に対する各種連絡、総会運営、
会費の徴収等、事務局のサポートを⾏った。 

⑪ セグウェイ 
セグウェイを各種イベント、実証実験に貸し出し、新しいモビリティを利
⽤したコミュニティデザインを研究・提案した。



 

 

⑫ FAIS フューチャーセンター運⽤⽀援業務 
公益財団法⼈北九州産業学術推進機構が「FAIS フューチャーセンター」
を創設・運⽤するにあたって、コワーキング・スペース整備に関する企画、
フューチャーセッション関連プログラムを実施した。 

 

３． グローバルコミュニケーション事業 
① 東⽥サステイナブル国際会議 

サスティナブル社会を創造するために学⽣を主体としたセッションや分
科会を⾏う国際会議の企画・運営を⾏った。 

② JICA 草の根技術協⼒事業「北スマトラ州デリ川流域の⽔環境改善のため
の環境教育推進事業」 
北九州私⽴⼤学松本研究室と JICA の共同開発プロジェクトに研修プログ
ラムを提供した。 

③ Share 新聞 
サスティナブル社会の創造に向けて、東⽥地区の先進的な取り組みを国内
外に発信する、和⽂・英⽂併記のコミュニティ・ペーパーを企画し、出版。 

④ タコマ市⻑代表団との交流会開催委託 
姉妹都市提携 60 周年記念事業に参加するために来北したタコマ市代表団
に対して、意⾒交換を兼ねた交流会を企画し、開催した。 

 
4. 研究事業 

① 職員研修 
⾥⼭を考える会のミッションを職員が理解し、市⺠を巻き込みながら事業
を成し遂げていくために、職員に向けてワークショップやコミュニティ・オ
ーガナイジング研修などを⾏った。 

 
５． 指定管理業務 

① 北九州市環境ミュージアム 
北九州市の公害の歴史、環境保全、環境負荷の低減に資する技術等の資料を
収集・保管・展⽰し、環境学習を提供する環境ミュージアムの施設管理、運
営を⾏った。平成 30 年度は、⼊館者数 130,836 ⼈を達成し、9 ⽉ 28 ⽇には
累計⼊館者数 200 万⼈を突破し記念セレモニーを実施した。 



 

 

② ⽣涯現役夢追塾（年⻑者研修⼤学校及び北九州⽳⽣ドーム） 
持続可能な社会づくりのために、50 歳以上の⽅々がこれまで培ってきた知
恵や経験、ネットワークを活かして、⾃ら社会課題を解決する仕組みやコミ
ュニティを実現させる「地域の新しい担い⼿」となる⼿法を学ぶ塾を運営。
平成 30 年度は 29 名が⼊塾し、17 名が卒塾。また、過去５年間の成果とし
て夢追塾の学び⽅である、「おばちゃん⼒」「CO（コミュニティオーガナイ
ジング」「PBL（プロジェクペーストランニング」を体系化し、「夢追塾メソ
ッド」としてまとめた。 

 



 

 

2.事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業 

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所 

従事者 

の人数

(人) 

受益対象者

の範囲及び

人数（人） 

事業費の 

金額 

(千円) 

1 持続可能な社会づくりに

関するコンサルタント事業 

地域共生型ガーデン 

『エンジ村』維持管

理業務 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡東区 
２ 150 539 

城野ゼロ・カーボン

先進街区における 

エネルギー 

マネジメント 

推進業務 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

小倉北区 
１ 1,000 998 

２ 持続可能な社会づくりに

貢献できる人材の育成事業 

世界遺産インター 

プリター養成事業 

平成 30 年 10 月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡東区 
２ 30 933 

青年海外協力隊技術 

補完研修 

平成 30 年 6月 

平成 30 年 9月 

北九州市 

八幡東区 
１ 26 977 

年長者研修大学校 

周望学舎・穴生学舎 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

小倉北区 

八幡西区 

２ 252 85 

FAIS フューチャー 

センター 

運用支援業務 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡西区 
２ 45 608 

北九州市お試し 

居住事業（CCRC） 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 
北九州市 ３ 52 8,820 

「2030 SDGs」 

ワークショップ 

平成 30 年 9月 

～平成 31 年 3 月 
北九州市 ２ 150 72 

３ 持続可能な社会づくりに

貢献できる人材の派遣事業 

北九州 

エコライフステージ 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 
北九州市 ２  2,500 

ストリート 

アカデミー 

提携事業 

平成 30 年 5月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

全域 
１  804 

東田サスティナブル 

国際会議 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡東区 
１ 50 660 



 

 

ﾀｶﾐﾔ･ﾏﾘﾊﾞｰ里山を考

える会共同事業体へ

の出向 

環境ミュージアム 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡東区 
１４ 130,836 59,839 

北九州市 

社会福祉協議会・ 

里山を考える会への 

出向（夢追塾） 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 
北九州市 ３ 30 13,328 

北九州東田前田地区 

電力需給組合 

通常総会開催業務 

平成 30 年 6月 

～平成 30 年 8 月 

北九州市 

八幡東区 
２ 69 社 150 

JICA 草の根技術協力 

事業 

「北スマトラ州デリ

川流域における環境

教育推進事業」 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

北スマト

ラ州 

３ 10 1,090 

４ 持続可能な社会づくりを

テーマとした施設の運営事業 

いきがい活動 

ステーション 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 
小倉北区 ４ 5,884 9,542 

北九州市環境・ 

コミュニティ 

センター運営 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

若松区 
１ 10,962 406 

５ 持続可能な社会づくりへ

向けた講演会、シンポジウム

などイベント等の開催事業 

東田食の祭典 

２０１８ 

平成 30 年 10 月 

～平成 30 年 12 月 

北九州市 

八幡東区 
２ 9,259 1,246 

手づくり市場 in 

北九州 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

小倉北区 
２ 20,463 9,924 

セグウェイ 
平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 
北九州市 １ 20 122 

ココスマツアー 
平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡東区 
１ 447 734 

タコマ市⻑代表団 

との交流会開催委託 
平成 31 年 3月 

北九州市 

八幡東区 
３ 20 104 

６ 環境保全に関する情報発

信スペースの運営 

北九州市環境・ 

コミュニティセンタ

ー運営 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

若松区 
１ 10,962 406 



 

 

７ 環境学習ツアーの企画運

営事業 
北九州里山トラスト 

会議 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡東区 

八幡西区 

２ 253 60 

８ 里山保全管理に関するコ

ンサルタント業務 北九州里山トラスト 

会議 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡東区 

八幡西区 

２ 253 60 

９ 里山観察会、ハイキング、

キャンプ等のレクリエーショ

ン事業 

北九州里山トラスト 

会議 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡東区 

八幡西区 

２ 253 60 

10 里山保全管理作業（調査、

計画、間伐、下刈り等）など

の自然環境教育事業 

北九州里山トラスト 

会議 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡東区 

八幡西区 

２ 253 60 

11 里山保全管理のための市

民参加の組織づくり、運営、

活動事業 

北九州里山トラスト 

会議 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡東区 

八幡西区 

２ 253 60 

12 里山観察会、里山保全管

理などに関する指導者の育成

事業 

北九州里山トラスト 

会議 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡東区 

八幡西区 

２ 253 60 

13 里山保全管理作業を通じ

て収穫した生産物の販売事業 
北九州里山トラスト 

会議 

平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡東区 

八幡西区 

２ 253 60 

14 前各号に掲げる事業に関

する出版物の刊行及び情報の

配付事業 

Share 新聞 
平成 30 年 4月 

～平成 31 年 3 月 

北九州市 

八幡東区 
１ 

5000 部 

配布 
610 



 

 

（２）その他の事業 

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所 
従事者 

の人数 
 

支出額 

(千円) 

１ 不動産の賃貸借 

に関する事業 

不動産の 

賃貸借 

平成 30 年 4 月 

～平成 31 年 3

月 

北九州市 

八幡東区 
1  1,965 

２ 飲食物の販売事業 
実施 

 しない予定 
     

３ 飲食物以外の物品の販

売事業 

ｺｺｽﾏｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 

森のｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰ  

販売 

平成 30 年 4 月 

～平成 31 年 3

月 

北九州市 

八幡東区 
2  11 

 

 


